
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

東京支部は東日本大震災から１２年を迎えた３月１１日に「第２回グリーンジョブ研修フクシ

マ」を開催しました。前回昨年８月に引き続き今回もフクシマの地に足を運び、地震と津波、そし

て原発事故の複合災害後の今を見てきました。 

２０２０年３月１４日に常磐線が全線で運転再開され、帰還困難区域内にある鉄道施設と駅

周辺は「特定復興再生拠点区域」に指定され先行して除染を行い避難指示が解除されていま

す。しかし今もなお放射線量が高いポイントは多く存在し、そこで働く仲間は会社から被ばく量の

管理もしっかりしてもらえずに日々不安を抱えています。会社は放射線量を過小評価し「安全・

健康労働」を軽視しており非常に問題だと感じました。 

そんな中、ワインを通じて地元の農業活性化と魅力ある地域づくりを目指しひたむきに取り組

んでいる「とみおかワインドメーヌ」さんとの交流で知った「駅のそばにぶどう畑とワイナリーをつ

くることでぜひ鉄道を利用して富岡町に来てほしい」という構想は、復興を目指す地域の方たち

だけでなく私たち鉄道業に従事する人間にも勇気と希望を与えてくれるものでした。 

 
グリーンジョブとは 

再生可能なエネルギー（自然エネルギー）に従事する働き方。

「地域分散型」「地産地消」のエネルギーと持続可能な成熟社会

を目指す。 


